
令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度

周知・新入園児保護
者説明（受付時）

各年齢１クラスの
受け入れ

野市こども園（仮称）
開園

★スケジュール（案）

改修・給食室増設

野市幼稚園の認定こども園化について

〇野市幼稚園に在園している７割の家庭が就労等の継続的預かり保育を利用しており、野市保育所に入れなかった家庭の受け皿になっている。
〇野市小学校区に０歳児の受け入れができる公立保育施設がないため、地域からの要望が高い。
〇野市保育所を民営化すると、野市小学校区で０歳児から２歳児までを受入れる保育施設が私立のみとなり、公立を希望する保護者のニーズに対応できなくなる。
〇認定こども園化するために必要な改修工事については、令和９年度から児童の受け入れ人数を各年齢１クラスずつにし、空き教室を順次改修するとともに、給食室を増設していく。

★現状・方向性

R8.5.1現在 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 職員数

野市幼稚園 ー ー 12 15 26 正職7、
フルタイム3
(保育)パート2.5
(補助)パート5.5

R11.4.1
開園予定

0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 職員数
（夜須こども園参照）

野市こども園
（仮称）

(定員111人)

6 12 18 25 25 25 正職10、再1
フルタイム7
(保育)パート7.5
(補助)パート5.5
看護１、調理3.5※パートは５時間換算で計算

★児童受け入れ人数と職員数

メリット デメリット

・０歳児の受け入れ、１・２歳児の受け
入れ枠が拡充される。
・開園時間等のサービス向上。
・給食が自園調理となる。

・改修、増設に経費がかかる。
・人件費、運営費の増加。

改修・増設に係る経費 人件費（年間）

143,170 55,490
費用負担合計

198,660

（単位：千円）
★メリット・デメリット

※認定こども園化には改修費、人件費、運営費の財政負担が大きい。
他の老朽化施設との統廃合を視野に検討が必要。

R8.7.9 行政改革推進委員会資料


